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明
治
二

〇
年
代
の
地
価
修
正
反
対
運
動
に
つ
い
て

-

青

森

県

の

場

合
-

長

岡

新

吉

は

L

が

き

(1
)

わ
た
く
L
は
'
前
稿
に
お
い
て
､
明
治
二
〇
年
代
の
地
租
軽
減
論
-
運
動
を
も

っ
て
寄
生
地
主
制
成
立
期
の
地
主
運
動
と
規
定
し
-
ち

ヽ
ヽ

も
の
と
み
な
し
た
｡
こ
の
時
期
の
地
租
軽
減
論
は
､
明
治

一
〇
年
代
ま
で
の
地
租
軽
減
論
と
異
な
り
決
し
て
地
租
税
率
軽
減
論
と
同
義
語

で
は
な
く
'
地
価
修
正
論
と
税
率
軽
減
論
(
地
価
修
正
反
対
論
)
と
に
分
裂

(=
対
立
)
し
'
し
だ
い
に
前
者
が
後
者
を
圧
倒
し
て
い
く
形

を
と
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
点
に
特
質
を
も
っ
て
い
る
が
､
こ
れ
ら
相
対
立
す
すヱ
一
つ
の
議
論
の
論
理
を
適

っ
て
い
く
と
'
そ
の
対
立

は
､実
は
'紙
幣
整
理
以
降
の
地
主
制
の

一
般
的
展
開
と
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
-
米
価
の
全
国
的
平
準
化
と
を
前
提
な
い
し
背

景
と
し
た
地
主
的
利
害
に
基
礎
を
お
く
地
租
負
担
の
軽
減
方
法
を
め
ぐ

っ
て
の
対
立
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
｡
そ
し
て
､
そ
の
論
理
を

一
貫
し
て
い
る
特
定
の
階
級
的
立
場
は
'
そ
の
ま
ま
国
会
外
の
相
対
立
す
る
二
つ
の
請
願
運
動
の
性
格
を
も

規
定
し
'
そ
の
運
動
の
主
導
者
は
い
ず
れ
の
側
に
お
い
て
も

｢
大
地
主
た
る
地
方
小
政
治
家
及
び
有
志
家
｣
で
あ
.っ
て
､
地
租
軽
減
運
動

の
い
わ
ば
激
化
形
態
と
も
い
-
べ
き
地
程
改
正
時
の

｢
農
民
騒
擾
｣
の
よ
-
に
広
汎
な
農
民
を
ま
き
込
ん
だ
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ

た
し
'
ま
た

一
〇
年
代
の
自
由
民
権
運
動

(
地
程
軽
減
は
そ
の
主
要
な
要
求
項
目
の

一
つ
)
の
よ
-
に

一
般
農
民
層
を
そ
の
有
力
な
支
持
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基
盤
と
し
て
い
た
と
い
-
よ
う
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

し
か
し
､
前
稿
で
は
､
も

っ
ぱ
ら
､
分
裂
と
対
立
を
内
包
す
る
地
租
軽
減
論
=
運
動
の
全
国
的
趨
勢
と
そ
の
基
本
的
性
格
を
議
論
の
内

容
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
点
に
重
点
が
お
か
れ
､地
域
ご
と
の
運
動
の
細
部
に
わ
た
っ
て
の
考
察
は
､
不
充
分
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
｡

本
稿
は
､
そ
の
よ
-
な
前
稿
を
補
足
す
る
意
味
で
､
地
租
軽
減
論
分
裂
の
結
果
と
し
て
の
地
価
修
正
反
対
運
動
の
経
過
と
性
格
を
､
青

森
県
の
場
合
に
つ
い
て
'
や
や
立
ち
入
っ
て
見
て
み
よ
-
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
を
行
-
に
当
っ
て
､
わ
た
く
L
は
､
も

っ
ぱ
ら
当

時
の
新
聞
記
事
に
依
拠
し
て
反
対
運
動
の
動
向
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
､
そ
の
範
囲
で
知
ら
れ
る
限
り
で
運
動
の
性
格
を
垣
間
見
る
､
と
い

-
方
法
を
と
っ
た
｡
し
た
が
っ
て
､
本
稿
は
今
後
の
研
究
の
手
掛
り
を
求
め
る
と
い
-
程
度
の
意
味
し
か
も
た
ず
'
青
森
県
の
地
価
修
正

反
対
=
税
率
軽
減
運
動
の
全
面
的
検
討
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

な
お
､
時
期
と
し
て
は
'
院
内
外
で
反
対
運
動
が
も

っ
と
も
盛
上
り
､
し
か
も
前
稿
に
み
た
よ
-
に
､
そ
の
論
理
の
な
か
に
は
し
な
く

も
地
価
修
正
反
対
論
の
本
質
が
露
口王
さ
れ
て
い
た
第

一
帝
国
議
会
の
会
期
中
か
ら
閉
会
後
数
カ
月
の
期
間
､
東
北
地
方
の
反
対
運
動
に
即

し
て
や
や
具
体
的
に
い
-
と
､
明
治

二
十
三
年
末
の
林
有
造
の

｢
地
価
地
程
特
別
修
正
法
案
｣
発
表
直
後
か
ら
翌
年
五
月
の
仙
台
に
お
け

る
東
北
六
県
聯
合
非
地
価
修
正
大
会
開
催
あ
た
り
ま
で
､
を
板
扱
-
｡
反
対
運
動
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
い
る
が
､
後
に
な
る
ほ
ど
そ
れ

は
衰
退
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
し
､
そ
の
性
格
を
問
題
と
す
る
上
で
は
､
こ
の
短
い
期
間
で
も
充
分
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
｡

(1
)

拙
稿

｢
明
治
二
〇
年
代
の
地
租
軽
減
論
に
つ
い
て
｣

(弘
前
大
学

｢人
文
社
会
｣
第
1
七
号
社
会
科
学
貨
Ⅱ
所
収
)
.

-

運

動

の

経

過

明
治
二
三
年

〓

l月
立
憲
自
由
党
林
有
造
の

｢
地
価
地
租
特
別
修
正
法
案
｣
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
､
東
北
地
方
の
地
価
修
JIij

反
対
運
動
は
急
速
に
盛
り
上
っ
た
｡
こ
の
法
案
は
､
地
租
税
率
の
五
厘
減
と
同
時
に
､
地
租
偏
軽
地
方
の
地
価
を
増
加
せ
し
め
そ
れ
に
よ

･

_
･

1JL/
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っ
て
地
域
､に
よ
る
地
租
の
偏
軽
偏
重
を
是
正
し
全
国
的
に
均
衡
を
得
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
'
こ
の
法
案
が
も
し
議
会
を

(2
)

通
過
す
る
と
山
口
県
や
東
北
各
県
で
は
地
価
の
増
加
は
も
ち
ろ
ん
地
租
の
増
徴
さ
え
も
結
果
し
か
ね
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

し
か
し
'

こ
の
法
案
は
議
会
に
提
出
さ
れ
ず
､
途
中
で
立
消
え
と
な
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
こ
れ
に
か
わ
っ
て
翌
年
二
月
同
じ
く
立
憲
自
由
党
の
天
春

文
衛
に
よ
っ
て
石
代
改
訂
に
よ
る
地
価
修
正
案

(
｢
特
別
地
価
修
正
法
案
｣
)
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
'
こ
れ
に
先
立
っ
て

提
出
さ
れ
て
い
た
地
程
五
厘
減
を
要
求
す
る

｢
地
租
条
例
改
正
法
案
｣
が
成
立
し
さ
え
す
れ
ば
地
租
の
増
徴
は
結
果
し
な
い
よ
-
に
仕
組

(3
)

ま
れ
て
い
た
が
~東
北
諸
県
の
地
価
が
増
加
す
る
点
に
お
い
て
は
さ
き
の
株
案
と
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
｡
し
た
が
っ
て
~

林
案
の
発
表
を
契
機
と
し
て
盛
上
っ
た
反
対
運
動
の
鋒
先
は
そ
の
ま
ま
こ
の
法
案
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

(2
)
(3
)
く
わ
し
く
は
前
掲
拙
稿
五
-
七
､
1
0
-
1
1
ペ
ー
ジ
を
み
よ
.

青
森
県
に
お
け
る
地
価
修
正
反
対
運
動
が
'
新
聞
紙
上
に
報
道
さ
れ
た
か
ぎ
り
で
'
は
っ
き
り
し
た
形
を
と
っ
て
く
る
の
は
'
株
案
発

表
か
ら
間
も
な
く
の
'
年
の
明
け
た
明
治
二
四
年

一
月
早
々
か
ら
で
あ
る
｡
こ
れ
に
先
立
っ
て
青
森
県
士
族
成
田
息
平
が

『
地
租
税
率
軽

減
論
』
と
題
す
る
小
冊
子
を
東
京
に
お
い
て
出
版
し
､
地
価
修
正
反
対
の
議
論
を
展
開
し
て
い
た
が
'
県
内
の
土
地
所
有
者
の
運
動
と
し

て
は
'

一
月
四
日
に
北
津
軽
'
三
戸
両
部
の
有
志
が
そ
れ
ぞ
れ
五
所
川
原
村
会
議
事
堂
'
八
戸
町
役
場
に
会
合
し
'
地
価
修
正
反
対
の
･た

め
の
上
京
委
員
を
決
定
し
'
さ
ら
に
は
反
対
運
動
推
進
の
た
め
の
団
体
結
成
の
動
き
を
み
せ
て
き
た
の
が
最
初
で
あ
る
｡
い
ま
'
本
稿
で

対
象
と
す
る
時
期
の
青
森
県
に
お
け
る
反
対
運
動
の
経
過
を

｢
東
奥
日
報
｣
の
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
範
囲
で
'
年
表
風
に
示
す
と
つ

(4
)

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(4
)

以
下
の
反
対
運
動
の
経
過
に
関
す
る
叙
述
は
'
と
く
に
註
記
し
な
い
か
ぎ
り
､
す
べ
て

｢東
奥
日
報
｣
の
記
事
に
拠
っ
て
い
る
｡
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一
&.

第

一
回
帝
国
議
会
開
会

(
二
九
日
)

林
有
造

｢地
価
地
租
特
別
修
正

法

案

｣

発
表

-
節

聞
紙
上
-

(二
五
日
)

横
井
時
敬
他

『興
農
論
策
』
刊

(
一
〇
日
)

田
口
卯
吉

｢地
租
は
断
じ
て
軽
減
す
べ
か
ら
ず
｣

『東
京
経
済
雑
誌
』
五
五
四
号

(
一
〇
日
)

東
北
七
洲
大
懇
頼
会
'
東
京
江
東
区
中
村
桂
に
開

催
'
地
価
修
正
反
対
に
つ
き
協
議

(
一
七
日
)

成

田

忠

乎

『

地
租
税
率

軽

減

論

』

刊
(

三
一
日
)

北

津

軽

郡

有

志
五
所
川

原

議

事

堂
に
会
合
'
地
価
修
正
反
対
運
動
の
た
め
の
上
京

委

員

選

任

(

四
～
五
日

)

三

戸

部

有

志

四
〇
余
名
八
戸
町
役
場
に
会
合
､
地
価
修
正
反
対
を
目
的
と
す
る
団

体

組

織

の
た
め
の
泉
約
な
ら
び
に
上
京
委
員
決
定

(四
-
六
日
)

上
北
郡
有
志
数
百
名
七
戸
村
青
岩
寺
に
会
合
'
運
動
方
針
お

よ

び

上

京
要
員
決
定

(六
日
)

青
森
町
有
志
当
光
寺
に
会
合
'
運
動
方
針

'

常

務

委

員

お

よ

び

上

京

委

員

等

決

定

(七
日
)

弘
前
市
に
お
い
て
政
談
演
説
会
開
催
｡
成
田
誠

1
.
地
価

修

正

反

対

論

を

論

ず

(九
日
)

東
奥
日
報
論
説

｢治
水

論

｣

(

一
三
日
)

南
津
軽
都
政
岡
村
の
博
愛
社
､
委
員
会
を
開
催
し
運
動
方
針
お
よ
び
上
京
委
員
を

決
定

(
1

四
日
)

東
津
軽

部

内

の

各

村

長

郡

役

所

に

会

合
'
反
対
運
動
の
た
め
の
専
務
委
員
選
任

(

一
六
日

)

)
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3 月 2 月

第 衆 八衆 に天 に鈴 山
議 日義 提春 提木 口

回 院 )院 出文 出重 県

帝 ､ I (琴 頭 蓋

萎 歪歪 童｣ ｢

地 七 ｢ ｢ 価
租 甘特 地 修
条 )別 租 正
例 地 条 同
改 価 例 盟
正 修 改 会
法 正 正 結
案 法 法 成

杏 ｣ 案 秦 (
:ゝ を ｣ ｣
決 可 を を 九

′ヽ四日) 決 衆 衆 目
( 請 議 ー

Lf
T
澄
九㌔
.]絹

TJ
S
71
:
Ir
議
讃
竃
億
謂
貨
へ胃
弱
烏

違
.tI"喜
N
.∵
､,

L
,

ィ

.

西
津
軽
部
内
の
各
村
長
鯵
ヶ

沢
町
の
部
役
所
に

会

合
､
運
動

方
針

等

協

讃

(
一
九

日
)

東
奥
日
報

論

説

｢各
村
長
に
望
む
｣

(二
〇
日
)

青
森
県
上
京
委
員
の
総
会
兼
懇
親
会

'

東
京
新
富
町
近
源
革
に

お
い
て
開
催

(
二

八
日
)

北
津
軽
郡
新
城
村
有
馬
勇
ほ
か
八
七
名
連
署
の
地
価
修
正
反
対
の
請
願
書
衆
議
院

に
提
出

(
一
日
)

三
戸
郡
長
者
村
関
春
茂
ほ
か
三
〇
〇
名
連
署
'
お
よ
び

大
館

村
盛熊
次
郎

は
か
五

〇
名
連
署
の
地
価
修
正
反
対
の
請
願
書
二
通
衆
議
院
に
提
出

(二日
)

東
奥
日
報

論

説

｢地方
人
士
に
望
む
｣

(四
日
)

中
津
軽
郡
駒
越
村
村
民
の
請
願
書
木
村
市
五
郎
よ
り
貴
衆
両
院

に
提
出

(
一
七

日
)

木
村
市
五
郎

｢地
租
軽
減
及
非
地
価
修
正
の
意
見
書
｣

東
奥
日

報紙上
に
発
表

(

二
六
-
三
月

八
日
)

東
奥
日
報

論

説

｢
県
下
有
志
二
告
ク
｣
(

二
七
日
)

同 同 同 同 同 国

右

｢
非
地
価
修
正
論
者

ノ
失
敗

二
就
テ

｣

(三
日
)

右

.-非
地
価
修
正
論
の
勝
利
｣

(七
日
)

右

｢
連
戦
連
勝
｣

(八
日
)

右

｢
地
租
軽
減
立
渦
の
影
響
｣

二

七
日
)

右

｢
目

下
の
運
動
は
大
切
な
り
｣

(
一
九
日
)

右

｢
地
価
間
超
に
対
す
る
準
備
如
何
｣

(二
〇
日
)
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県
会
正
副
議
長
よ
り
各
部
･
市
長
に

対
し
委
員
選
出
の
上
非
地
価
修
正
各
郡
同
盟

会
開
催
の
件
通
達

(日
欠
)

西
津
軽
邸
木

造

方

面

の
村
長
､
地
主
'

｢納
税

最

多

額

者

｣

等

木

造
村
慶
応
寺
に

会
合
､
出
仙

委

員

選

定
方
針
'
費
用
負
担

方
法

等

の
件

に

つ
き

協

議

(
一
六
日
)

東
奥
日
報
論
説
｢

地
方
団
体
と
非
地
価
修
正
｣

(二
一
日
)

同

右

｢非
地
価
修
正
運
動
之
準
備
｣

(
二
二
日
)

同

右

｢

運
動
費
の

徴
収
法
｣

(
二

三日
)

同

右

｢地
価
修
正
の
調
査
法
｣

(二
四
日
)

午
後
二
時
よ
り
県
会
議
事
堂
に
お

い
て
非
地
価
修
正
各
部
同
盟
会
開
催
｡
出
席
委

員

一
五
名

(
二
五
日
)

東
奥
日
報
論
説

｢
非
地
価
修
正
の

要
員
諸
氏
に

望
む
｣

(
二
五
日
)

同

右
｢地
租
改
正
の
必
要
｣

(
二
六
日
)

同

右

｢

委
員
会
の
結

果
｣
(

二
八
日
)

青
森
大

町
安
田
座
に

お
い
て
政
談
演
説
会
開
催
｡
工
藤

行
幹

等

地
価
修
正
反
対
を

論
ず

(
二
八
日
)

東
奥
日
報
論
説

｢志
士

の
責
任
｣

(二
九
日
)

東
北
六
県
聯
合
非
地
価
修
正
大
会
仙
台
市
に
開
催
｡

地
価
調
査
同
盟
会
席
成

(
一
〇
日
)

一
府

一
九
県
代
表
大
阪
市
に
会
合
､
地
価
修
正
請

願
同
盟
結
成

(
一
五
-

1
七
日
)

同

右

｢
仙
台
大
会
｣

(

一
〇
日
)

同

右

｢
仙
台
大
会
の
結
果
｣

(
一

七
日
)

固

右

｢各
郡
市
委
員
の
第
二
会
｣

(
二
二
日
)

伺

右

｢大
阪
大
会
｣

(
二
三
日
)

一･･◆･-QJ←

∴

､
tも
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東
津
軽
都
非
地
価
修
正
同
盟
会
結
成

(日
欠
)

第
二
回
各
部
市
井
地
価
修
正
委
員
会
兼
出
仙
要
員
報

告
会

開
催

(
二
五
-

二
六

日
)

東

奥

日
報

論

説

｢

第

二

各

都

市
委
員
会
の
結
果
｣

三

八
日
)

南

津

軽
都

町

村

長

郡

役

所

に

集

会

'

全

権

委

員

を

連

出

し

運

動
費
等
に

つ
き
協
議

(

7

日
)

東

津

軽
郡

各

町

村

要

員

､

県

会

議

事

堂

に

会
合
'
全
権

委

員

選
出

(
六

日
)

北

津

軽
都

各

村

長

'

県

会

議

員

､

大

地

主

等
数

1
0
名
五
所

川

原

村

会

議
事
萱

に

会

合

､
全

権

委

員

選

出

(
六

～

七

日

)

東

奥

日
報

論
説

｢
各
都
市
全
権

委
員
会
の
第

一
会
｣

(
一
〇
日

)

同

右
｢
党
臭
を
し
て
地
価
問
題
に
入
ら

し

む
る

勿
れ
｣

(
1

1
日

)

各
都
市
全
権
委
員
会
県
会
議
事
堂
に
開
催
'
地
価
鯵
正
反
対

運

動

に

関

す

る

諸
事

項
を
協
議
決
定

(
一
一
日
)

東
奥
日
報
論
説

｢労
を
譲
り
て
逸
を
取
る
勿
れ
｣

(
一
二
日

)

同

右

｢全
権
委
員
会
の
結
果
｣

二

三
日
)

こ
の
運
動
の
経
過
を
通
観
す
る
と
､
時
期
の
上
で
だ
い
た
い
三
つ
に
区
分
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

第

1
は
､
林
案
発
表
後
ま
も
な
く
県
内
各
部
の
有
志
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
会
合
を
も
ち
運
動
方
針
や
上
京
委
員
を
決
虚
し
､
委
員
が
相

つ
い
で
上
京
し
て
東
京
に
総
会
を
開
き
､
さ
ら
に
請
願
書
を
議
会
に
提
出
す
る
な
ど
し
て
東
京
で
の
院
外
活
動
を
行
い
､
遂
に
地
価
修
正

法
案
否
決
の
成
果
を
克
坂
る
こ
と
の
で
き
た

一
月
は
じ
め
よ
り
二
月
上
旬
ま
で
｡
第
二
は
､
次
期
国
会
に
再
度
提
出
が
予
想
さ
れ
る
地
価

修
正
法
案
に
対
す
る
反
対
運
動
の
組
織
強
化
を
図
る
た
め
五
月
仙
台
に
お
い
て
開
催
予
定
の
東
北
六
県
聯
合
非
地
価
修
正
大
会
を
前
に
し

‥襲

.‖ぶ
れ
7
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題

J
欄
戯
項

磯

謂

瑚
磯

書浦
頑

消
凋

浦
眉

酒

場
潤

ヽ

て
従
前
の
骨
散
的
な
反
対
運
動
が
非
地
価
修
正
各
部
同
盟
会
に
結
集

･
統

一
さ
れ
､
仙
台
大
会

へ
の
出
席
委
員
が
選
定
さ
れ
て
､
そ
の
後
.

そ
の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
四
月
中
旬
よ
り
五
月
下
旬
ま
で
｡
第
三
は
､
第
二
帝
国
叢
会
の
開
会
も
よ
-
や
く
間
近
か
と
な

っ
て
各
都
市

全
権
委
員
会
開
催
に
み
ら
れ
る
よ
-
に
運
動
の
統

一
性
が

一
層
強
ま
っ
て
い
っ
た
六
月
以
降
｡
た
だ
し
､
本
稿
で
は
六
月

二

日
の
全
権

委
員
全
編
健
の
と
こ
ろ
で
ひ
と
ま
ず
等
を
潤
い
て
い
る
｡

以
下
､
こ
の
過
程
を
や
や
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
-
0

反
対
運
動
は
'
ま
ず
､
各
郡
市
ご
と
に
分
散
的
な
形
を
と
っ
て
発
生
し
た
｡
各
郡
市
別
の
運
動
の
状
況
を
新
聞
記
事
を
お
乃
ま
ぜ
な
が

ら
み
て
い
く
と
つ
ぎ
の
よ
-
で
あ
る
｡

(
北
津
軽
郡
)

一
月
四
､
五
の
両
日

｢
有
志
｣
が
五
所
川
原
村
の
叢
草
堂
に
会
合
し
て
､

｢
何
れ
も
自
費
を
以
て
育
て
出
京
し
若
し
自

ら
其
任
に
当
る
能
は
さ
る
と
き
は
代
人
を
出
す
こ
と
｣
を
協
議
決
定
し
､
阿
部
賢
育

(
七
和
村
)
､
米
田
豊
次
郎

(
沿
川
村
)
､
川
越
臓

長
尾
常
三
郎
､
尾
関
雅
雄

(
以
上
五
所
川
原
村
)
の
五
名
を
上
京
委
員
に
選
定
し
た
｡
ま
た
板
野
木
村
の
竹
浪
良
太
郎
､
安
田
才
助
の
二

名
も
上
京
す
る
予
定
で
､
金
木
地
方
で
は
､

｢
大
地
主
中
に
て
二
名
の
大
地
主
を
選
｣
び
上
京
せ
し
め
る
動
き
が
あ
っ
た
｡

(
三
戸
郡
)
三
戸
郡
は
地
域
が
広
い
の
で

｢
1
時
に
団
体
を
形
造
り
て
其
の
決
議
を
為
す
こ
と
中
々
容
易
な
ら
ぬ
こ
と
な
れ
は
先
づ
第

1
着
と
し
て
八
戸
方
面
を
砺
纏
め
｣
る
こ
と
と
し
て
､

1
月
四
､
五
､
六
の
三
日
間
'
源

鹿
､
稲
城
篤
実
'
大
声
梧
楼
等
が
中
心
と
な

っ
て
有
志
四
〇
余
名
の
集
会
を
八
戸
町
役
場
に
開
き
'
ま
ず
八
戸
方
面
の
各
村
の
小
団
体
を
組
織
す
る
目
込
を
も

っ
て
規
約
を
決
定
し
､

さ
ら
に
橋
本
文
助
ほ
か
九
名
の
上
京
委
員
を
選
挙
し
､
そ
の
上
費
用
は
八
戸
居
住
の
土
地
所
有
者
の
義
損
に
ま
つ
こ
と
に
衆
議
が

一
決
し
･

た
｡.(

東
津
軽
郡
-

青
森
町
)
青
森
町
の

｢
多
疲
納
我
者
を
始
め
と
し
て
重
達
有
志
諸
氏
に
は
過
日
采
よ
り
数
回
の
集
会
を
当
光
寺
内
に

開
ら
き
林
有
造
氏
が
地
価
修
正
案
の
不
通
不
公
平
な
る
を
｣
論
議
し
て
い
た
が
二

月
七
日
反
対
運
動
の
方
針
を
読
了
し
て
常
務
委
員
を
寓

増

｣JJTT
;1L.

_
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.
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挙
し
､
翌
入
日
に
は
上
京
委
員
を
選
定
し
た
｡
常
務
委
員
に
は
鎌
田
文
助
､
川
崎
助
次
郎
'
上
京
香
に
は
小
笠
貝
原
宇
八
'
大
阪
金
助
が

選
ば
れ
た
｡

(
上
北
郡
)

｢
同
郡
に
お
い
て
は
数
度
の
集
会
を
開
き
運
動
の
準
備
を
為
し
居
た
る
よ
し
な
る
が
先
般
在
京
貴
族
院
議
員
野
村
治
三
郎

氏

よ
り
特
遺
せ
し
中
市
廉
太
郎
氏
の
来
郡
あ
り
た
る
に
付
き
客
臓
廿
七
日
地
主
の
相
談
会
を
開
き

一
部
の
与
論
に
基
き
運
動
を
試
み
ん
と

の
決
意
を
な
し
七
戸
村
よ
り
同
郡
諸
村
に
遊
説
員
を
派
出
せ
し
め
た
る
に
各
村
に
お
い
て
も
大
に
感
奮
勃
起
し
て
之
を
翼
賛
し
と
も
に
活

発
な
る
運
動
を
為
す
を
約
｣
し
た
｡
そ
し
て

一
月
六
日
七
戸
村
青
岩
寺
に
風
雪
を
お
し
て

｢
無
慮
数
百
人
｣
が
集
合
し
'
運
動
の
本
部
を

七
戸
村
に
支
部
を
各
村
に
お
い
て
事
務
は
村
長
お
よ
び

｢
有
志
｣
に
委
任
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
'
工
藤
轍
郎
'
盛
田
書
平
治
'
平
沢
.

安
住
の
三
名
を
上
京
委
員
に
選
定
し
た
｡

(
南
津
軽
郡
)
浪
岡
村
に
本
拠
を
置
く
政
治
結
社

｢
博
愛
社
｣
が

一
月

一
四
日
委
員
会
を
開
き
'
次
の
諸
事
項
を
協
議
決
定
し
た
｡

第

l

特
別
委
員
を
選
出
し
て
出
京
せ
し
め
貴
衆
両
院
に
地
価
引
上
げ
の
不
当
な
る
を
請
願
に
及
ふ
へ
き
こ

と
｡

第
二

地
方
通
常
委
員
を
設
け
て
諸
般
の
事
務
を
委
任
す
る
こ
と
｡

第
三

地
価
引
上
に
関
し
て
得
失
を
内
閣
に
建
白
す
る
こ
と
｡

第
四

前
条
の
運
動
に
要
ず
る
費
用
は
仮
り
に
百
円
と
し
有
志
者
の
醸
金
を
募
集
す
る
こ
と
Q

そ
し
て
特
別
委
員
に
は
村
島
堅
司
'
三
滴
魁
'
鳴
海
源
内
の
三
名
が
選
ば
れ
た
0

そ
の
他
の
郡
の
動
き
は
詳
か
で
は
な
い
が
'
と
に
か
く
こ
の
よ
-
に
し
て

l
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
県
内
各
地
か
ら
請
願
の
た
め
の

代
表
者
が
相
つ
い
で
上
京
し
､

一
月
二
八
日
に
は
東
京
で
会
合
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
い
ま
'
あ
ら
た
め
て
都
市
別
の
上
京
者
の
氏

(4
)

名
を
示
す
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(東
津
軽
部
)

徳
差
藤
兵
衛

小
笠
原
宇
八

白
鳥

慶

一
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州周
司

月

掴
湖瑚
3

1月
j

I
r

J
′

､1

(中
津
軽
部
)

(弘

前

市
)

(上

北

都
J

(三

戸

郡
)

斎
藤
常
太
郎

長
谷
川
誠
三

阿
部

豊
吉

楠
美

弥
吉

柳
田
治
三
郎

蒲
田

広

広
沢

安

任

源

最

渋
谷

従
吾

唐
年

桃
里

櫛

引

英
八

福
士
塁
五
郎

高
杉

金
作

樋
口
徳
太
郎

工
藤

轍
郎

浅
水
礼
次
郎

藤

田

千
吾

葛
西

字

小
山
内
鉄
弥

堀
内

光
男

木
村
市
五
郎

奈
良
誠
之
助

盛
田
喜
平
治

関

春
茂

石
井
源

一
郎

鳴
海
久
兵
衛

米
田
豊
次
郎

三
上

源
吉

村
谷

有
秀

竹
内
半
左
衛
門

葛
西
林
次
郎

阿
部
政
太
郎

川
越

犠

高
橋
五
郎
右
衛
門

原
田

英

i

猪
股

俊
策

長
尾
常
三
郎

大
田

清
橘

三
上

忠
治

中
市
廉
太
郎

野
坂

庄
七

こ
れ
ら
上
京
委
員
が
東
京
で
ど
の
よ
-
な
活
動
を
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
'
二
月

1
七
日
天
春
文
衛
の
地
価
修
正
法
案
が
衆
議
院

87

に提出されると､工藤行幹等県票出代議士はその他の東北地方選出代議士等と呼応して院内において活発な反対運動を展開したので､議会に対して地価修正反対の請願書を提出するかたわら､これら議員を側面から応援する動きを示

(5)したものと推測される｡

そして､この間､｢東奥日報｣は､地価修正論を氾濫する河川の水にたとえ早急にこれを防ぐべLとする｢治水論｣､地価修正反対の基礎資料たらしめるための県内の地価調査の実施を各村長に要望した｢各村長に望む｣､増たJ地価修正運動の隆盛を指摘して反対運動のための青森県人の奮起を-ながした｢地方人士に望む｣などの論説を相つ

いでかかげた｡

｢特別地価修正法案｣は三月四日衆義院において一〇七対二一五の僅差をもって否決された｡これは､すでにみたよ-に地価修正派議員内部にも地価増加をもたらすこの法案に批判的な議員がかなり居たからであった｡地租我率京
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厘
減
り
要
求
す
る
地
租
条
例
改
正
法
案
は
こ
れ
よ
り
さ
き
に
可
決
さ
れ
た
が
'
貴
族
院
に
お
い
て
叢
事
日
程
に
の
ぼ
す
こ
と
な
く
不
成
立

と
な
を
結
局
地
私
関
係
法
案
は
い
ず
れ
も
第

一
義
会
に
お
い
て
は
成
立
し
な
か
っ
た
｡
し
か
し
'
地
価
修
正
反
対
派
は
と
も
か
く
も
当
面

の
要
求
を
克
頼
る
こ
と
が
で
き
'
地
価
修
正
を
め
ぐ
る
対
立
は
地
価
修
正
反
対
派
の
勝
利
に
終
っ
た
｡
と
は
い
え
､
地
価
修
正
派
の
要
求

止

こ
れ
で
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
'
来
る
べ
き
第
二
議
会
に
再
度
は
ぼ
同
様
の
法
案
が
提
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
-
こ
と
は
'
ほ
と
ん
ど
疑

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡
表
に
か
か
げ
た
三
月
七
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
の
東
奥
日
報
の
論
説
は
､

l
方
で
地
価
修
正
反
対
運
動
の
勝

利
を
祝
-
と
と
も
に
'
他
方
で
は
次
期
国
会
に
そ
な
え
て
の
反
対
運
動
の
必
要
性
を
警
告
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
-
し
て
'
四
月
以
降
地

価
修
正
反
対
運
動
は
第
二
の
艮
階
に
入
る
こ
と
と
な
る
｡

(
4
)
次
に
か
か
げ
る
氏
名
は
､
東
奥
日
報
社
編

『青
森
県
総
覧
』
に
拠
っ
た
も
の
だ
が
､
郡
別
の
運
動
状
況
を
み
た
際
に
名
前
の
出
た
上
京
要
員
と
必

ら
ず
L
も

7
敦
し
て
い
な
い
O
こ
れ
は
､
上
京
要
員
に
凄
任
さ
れ
て
も
都
合
に
よ
り
上
京
を
と
り
や
め
た
り
､
個
人
の
資
格
で
上
京
し
た
者
も
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
上
京
者
の
氏
名
を
す
べ
て
網
羅
し
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
｡

(
5
)
と
は
い
っ
て
も
､
は
た
し
て
ど
の
程
度
積
極
的
な
活
動
を
し
た
か
は
､
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
｡
た
と
え
ば
､
政
府
の
御
用
新
聞
的
性
格
の
も
の
で

は
あ
る
が
､
明
治
二
四
年
三
月
二
一
日
付
の

｢東
京
日
日
新
聞
｣
は
'

｢帝
に
衆
議
院
に
於
て
特
別
地
価
修
正
論
起
る
や
奥
羽
地
方
の
人
士
は
非

常
に
激
昂
し
莫
大
の
費
用
を
も
厭
は
ず
態
々
要
員
を
上
京
せ
し
め
て
反
対
の
運
動
を
為
さ
し
め
L
は
善
か
り
L
も
是
等
委
員
諸
氏
は

一
日

一
円
五

十
銭
よ
-
少
な
か
ら
ざ
る
旅
費
日
当
を
受
け
着
京
の
上
は
各
自
抱
え
串
を
置
き
て
今
日
は
懇
親
会
明
日
は
慰
労
会
杯
と
唱
え
て
賛
沢
三
昧
な
英
日

を
送
り
し
内
幸
ひ
衆
議
院
に
於
て
特
別
修
正
案
否
決
し
た
れ
ば
先
づ
夫
れ
に
て
使
命
は
貫
ぬ
き
た
り
と
云
う
が
如
き
面
持
に
て
委
員
諸
氏
は
思
ひ

思
ひ
に
帰
県
｣
云
々
と
こ
の
間
の
動
勢
の

7
端
を
伝
え
て
い
る
｡

地
価
修
正
法
案
否
決
後
の
三
月
下
旬
､
上
京
委
員
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
東
北
地
方
選
出
議
員
は
今
後
の
運
動
方
針
に
関
す
る
申
合
規

(6
)

約
案
を
作
成
し
'
こ
れ
を
各
県
に
通
報
し
た
が
'

そ
れ
に
.よ
る
と
五
月

一
〇
日
仙
台
に
お
い
て
地
価
修
正
反
対
派
の
大
会
を
開
催
し
運
動

の
組
織
化
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
｡

(
6

)

｢東
京
日
日
新
聞
｣
明
治
二
四
年
三
月
二
七
日
.
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こ
れ
を
う
け
て
､
四
月
上
旬
県
会
議
長
小
山
内
鉄
弥
'
副
議
長
藤

島
よ
り
各
部
市
長
宛
に
各
都
市
よ
り
委
員
を
選
定
し
て
非
地
価
修

正
各
部
同
盟
会
を
開
催
す
る
旨
の
通
知
が
出
さ
れ
､
四
月
二
五
日
県
会
議
事
堂
に
下
北
部
を
の
ぞ
い
た
各
郡
市
代
表
委
員

一
五
名
が
会
合

し
､
猪
股
俊
作
､
佐
々
木
弘
造
､
源

最
の
三
名
を
仙
台
大
会

へ
の
派
遣
委
員
に
選
任
し
た
o
参
会
者

一
五
名
の
氏
名
は
つ
ぎ
の
と
お
り
｡

(東
津
軽
都
)
徳
差
藤
兵
衛
､
白
鳥
慶

一
'

(西
津
軽
郡
)
出
町
瀕
三
'

(南
津
軽
郡
)
加
藤
字
兵
衛
､
阿
部
政
大
都
'
猪
股
俊
策

(北
津
軽
部
)
佐
々

木
弘
造

(中
津
軽
部
)
石
郷
岡
文
吉
'
高
谷
貞
助

(弘
前
市
)
田
中
耕

一
'
蒲
田

広
､
奈
良
誠
之
助

(三
戸
郡
)
源

歳

(上
北
郡
)
江
渡
藤
兵
衛

中
村
安
之
助

こ
の
非
地
価
修
正
各
郡
同
盟
大
会

(
第

一
回
各
郡
市
委
員
会
)
の
開
催
を
も
っ
て
､
青
森
県
の
地
価
修
正
反
対
運
動
は
当
初
の
分
散
的

な
形
か
ら
組
織
化
の
方
向
へ
一
歩
足
を
踏
み
出
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
0

五
月

一
〇
'

二

の
両
日
仙
台
の
宮
城
県
会
議
事
堂
に
開
催
さ
れ
た
東
北
六
県
聯
合
非
地
価
修
正
大
会
に
は
各
県
代
表
委
員
そ
の
他
五

四
名
が
出
席
し
た
｡
大
会
の
決
議
に
よ
り

｢
地
価
調
査
同
盟
会
｣
が
結
成
さ
れ
た
が
､
そ
の
目
的
は
'
地
価
修
正
に
反
対
す
る
基
礎
資
料

た
ら
し
め
る
た
め
全
国
各
府
県
の
地
価
の
実
況
を
調
査
し
､
も
っ
て
地
価
修
正
派
の
立
論
の
根
拠
を
否
定
し
よ
-
と
す
る
に
あ
っ
た
｡
規

約
に
よ
れ
は
､
東
京
に
地
価
硬
調
事
務
所
を
設
置
し
､
地
価
の
実
況
調
査
の
た
め

一
県
か
ら
二
名
以
上
の
委
員
を
選
ん
で
全
国
の
受
持
地

区
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し
､
実
際
の
調
査
方
法
等
に
つ
い
て
は
六
月

l
五
日
東
京
に
委
員
会
を
開
催
し
て
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
に
し
て

(7
)

い
る
｡
な
お
､
委
員
の
選
出
方
法
､
費
用
等
の
件
は
各
県
の
適
宜
に
任
さ
れ
た
｡

(
7
)

｢東
京
日
日
新
聞
｣
明
治
二
四
年
五
月
一
五
日
｡

五
月
二
五
､
六
の
両
日
'
県
会
議
事
堂
で
出
仙
委
員
の
報
告
会
を
兼
ね
た
第
二
回
各
郡
市
委
員
会
が
開
か
れ
た
｡
出
席
者
は

一
二
名
で

あ
っ
た
｡
五
月
二
八
日
付
の
東
奥
日
報
は
､

｢
第
二
各
都
市
委
員
会
の
結
果
｣
と
題
す
る
論
説
で
､

｢
予
輩
は
昨
日
の
本
紙
上
に
於
て
去

る
二
五
二
六
両
日
間
に
渡
り
た
る
非
地
価
修
正
各
都
市
委
員
の
第
二
会
を
報
し
た
り
同
紙
上
に
掲
げ
た
る
地
価
修
正
派
の
大
阪
大
会
に
対
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し
て
は
如
何
に
寂
実
如
何
に
効
果
少
な
か
り
L
を
知
れ
る
な
ら
ん
-
-
何
ぞ
寂
実
に
し
て
協
議
を
調
ぶ
べ
き
の
力
薄
弱
な
る
こ
と
滋
に
至

れ
る
や
｣
と
書
い
た
｡
つ
ま
り
､
五
月

一
五
日
か
ら
三
日
間
大
阪
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
地
価
修
正
派
の
大
会
と
比
較
す
る
時
'
修
正
反

対
運
動
が
か
な
り
沈
滞
し
て
い
る
こ
と
を
衝
い
て
い
る
わ
け
で
､
青
森
県
の
範
囲
で
も
こ
の
頃
か
ら
地
価
修
正
運
動
の
税
率
軽
減

(
地
価

修
正
反
対
)
運
動
に
対
す
る
優
位
が
感
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
-
こ
と
に
な
る
｡
委
員
会
に
欠
席
者
が
多
く
'
有
効
な
反
対
運
動
展
開
の
た

め
の
方
針
が
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
よ
-
な
事
情
が
､
こ
の
よ
-
な
批
判
を
ま
ね
い
た
の
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
'
と
も
か
く
翌
月
に
は
仙
台

大
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
方
針
に
も
と
づ

い
て
'
地
価
調
査
委
員
選
定
等
の
た
め
の
各
郡
市
全
権
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
｡

こ
の
六
月

一
〇
､

二

両
日
の
第

1
回
各
都
市
全
権
委
員
会
は
'
二
つ
の
点
で
こ
れ
ま
で
会
合
と
性
蕗
を
異
に
し
て
い
た
｡

一
つ
は
､

こ
の
会
議
に
先
立
っ
て
各
郡
市
か
ら
更
め
て
選
出
さ
れ
た
そ
の
構
成
員
で
あ
る
全
権
委
員
は
､
そ
の
名
の
と
お
り
､

｢
そ
の
権
限
甚
た
広

く
地
価
修
正
問
題
に
於
け
る
協
議
の
全
権
を
委
ね
ら
れ
た
｣
(
六
月
一
〇
日
付
東
奥
日
報
論
説
)
者
で
､
し
た
が
っ
て
､
こ
の
委
員
会
は
､
｢
地

方
の
損
失
に
渉
ら
さ
る
も
の
は
何
の
憤
る
所
な
く
決
議
す
る
を
得
｣

(
同
上
)
る
と
い
-
強
い
権
限
を
も
つ
の
で
あ
っ
た
と
い
-
こ
と
｡

い
ま

一
つ
は
､
東
北
各
県
の
統

一
的
な
運
動
方
針
に
沿
-
形
で
､
か
な
り
具
体
的
か
つ
統

一
的
な
運
動
方
針
が
協
議
決
定
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
と
い
う
こ
と
､
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
反
対
運
動
は
第
三
の
段
階
に
入
っ
た
と
い
っ
て
い
い
わ
け
で
あ
る
｡

こ
の
会
議
の
協
議
決
定
事
項
は
大
要
つ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
｡

H

一
〇
月
ま
で
を
任
期
と
す
る
地
価
調
査
委
員
三
名
を
出
京
せ
し
め
'委
員
旅
費
日
当
と
し
て

一
人

一
ケ
月
四
五
円
を
支
給
す
る
こ
と
｡

臼
青
森
に
本
部

(事
務
所
は
県
会
議
事
堂
)
を
設
け
て
委
員
二
名
を
常
置
し
'
各
都
市
に
支
部
を
設
置
し
て
部
内
地
価
の
調
査
を
な
さ
し

め
'
九
月
末
ま
で
に
そ
の
調
査
報
告
を
行
わ
し
め
る
こ
と
｡
但
し
費
用
は
各
都
市
の
負
担
と
す
る
｡

臼

一
〇
月
初
旬
全
権
委
員
会
の
第
二
回
会
意
を
開
催
し
'
地
価
調
査
委
員
の
報
告
お
よ
び
各
支
部
の
調
査
報
告
を
受
け
て
将
来
の
運
動

方
法
を
協
議
す
る
こ
と
｡
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こ
の
ほ
か
､
地
価
詞
査
同
盟
会
の
東
京
事
務
所
費
用
負
担
分
､
出
京
委
員
旅
費
日
当
'
本
部
予
備
費
合
計
八
五
五
円
五
四
銭
を
計
上
し
▲

､
こ
れ
を
田
畑
地
租
割
に
し
て
各
都
市
に
割
賦
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
た
｡

た
だ
､
こ
の
際
'
こ
の
全
権
委
員
会
に
は
上
北
､
下
北
､
三
戸
三
部
を
代
表
す
る
委
員
が
出
席
し
て
お
ら
ず
､

｢
委
員
の
出
席
せ
さ
る
･

都
あ
る
も
本
会
は
全
権

一
致
の
全
権
委
員
会
と
し
て
協
議
す
べ
き
事
｣
と
い
-
了
解
事
項
の
も
と
で
'
わ
ず
か

二
二
名
の
出
席
委
員
に
よ
･

っ
て
､
こ
-
し
た
全
県
的
な
運
動
方
針
が
決
定
さ
れ
た
と
い
-
こ
と
に

一
応
注
意
を
促
が
し
て
お
き
た
い
｡

二

運

動

の

性

格

さ
て
､
以
上
､
第

一
義
会
開
会
以
降
約
半
年
間
の
青
森
県
に
お
け
る
地
価
修
正
反
対
運
動
の
あ
ら
ま
し
を
み
て
き
た
が
､
そ
れ
で
は
い

っ
た
い
こ
の
運
動
ほ
ど
の
よ
-
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
-
か
｡
云
い
換
れ
ば
'
前
稿
に
お
け
る
運
動
の
一
般
的
な
性
格
規
毒

は
'
こ
の
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
も
の
と
見
倣
し
-
る
だ
ろ
-
か
｡

ま
ず
こ
の
運
動
が
土
地
所
有
の
規
模
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
階
層
の
農
民
ま
で
ま
き
こ
ん
で
い
っ
た
も
の
か
､
い
わ
ば
運
動
の
厚
み
は

ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
､
と
い
-
点
か
ら
み
て
い
こ
-
0

運
動
発
生
の
当
初
に
お
い
て
ほ
､
少
く
と
も
'
い
く
つ
か
の
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
会
へ
の
請
願
書
の
署
名
者
数
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
一

に
あ
る
程
度
広
汎
な
農
民
の
意
志
が
結
集
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
よ
-
で
あ
る
｡
そ
の
後
'
運
動
が
か
な
り
組
織
的
と
な
っ
て
い
っ
た

段
階
に
お
い
て
ほ
､
そ
れ
で
ほ
ど
-
で
あ
っ
た
か
｡
い
ま
､
こ
の
点
を
､
非
地
価
修
正
各
部
同
盟
会
の
下
部
組
織
と
し
て
五
月
下
旬
に
結

成
さ
れ
た
東
津
軽
郡
非
地
価
修
正
同
盟
会
の
事
例
に
お
い
て
み
て
み
よ
-
｡
つ
ぎ
に
か
か
げ
る
の
は
そ
の
規
約
で
あ
る
｡

非
地
価
修
正
同
盟
会
規
約

一
､
本
会
は
全
国
の
地
価
を
其
基
礎
よ
り
改
正
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
単
に
一
府
県
若
く
は
一
地
方
に
限
り
査
定
変
更
す
る
は
国
利
民
福
を
害
す
る
者
と

ll
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認
む
る
を
以
て
非
地
価
修
正
を
目
的
と
し
て
都
下
各
町
村

1
致
共
同
敏
捷
活
発
の
運
動
を
為
し
勉
め
て
濃
費
を
避
け
其
実
行
を
改
め
ん
.と
す
る
に
毎

-
故
に
此
目
的
を
達
せ
ん
か
為
め
進
て
各
郡
各
府
に
同
盟
す
る
事
あ
る
べ
し

一
'
本
会
は
毎
町
村
田
畑
地
租
弐
円
以
上
を
納
む
る
者
を
以
て
組
織
す

但
弐
円
以
下
を
納
む
る
者
と
経
も
同
盟
せ
ん
と
す
る
者
あ
る
と
き
は
町
村
委
員
連
名
に
依
り
て
加
盟
せ
し
む
る
事
を
得

(
て
こ

一
､
毎
町
村
に
は
同
盟
者
申
よ
-
協
議
委
員
玉
名
を
再
選
す
る
も
の
と
す

一
､
毎
町
村
委
員
は
其
同
盟
者
中
よ
り
代
表
委
員

7
名
を
選
挙
す
る
も
の
と
す

一
'
毎
町
村
は
総
会
に
提
出
す
べ
き
協
議
案
併
其
町
村
運
動
方
法
及
其
町
村
に
於
て
負
担
す
べ
き
費
用
を
取
遅
め
方
法
を
議
定
す
る
も
の
と
す

1.
､

7
郡
総
会
は
毎
町
村
代
表
委
員
を
以
て
組
織
す

一'
一
都
総
会
は
必
要
の
時
に
之
を
開
き
本
会
を
代
表
し
左
の
事
件
を
議
定
す
る
も
の
と
す

一
'
本
会
に
関
す
る
諸
費
を
議
定
及
毎
町
村
負
担
方
法
を
定
む
る
専

一
､
本
会
の
目
的
を
達
せ
ん
が
為
其
運
動
方
法
を
定
其
各
軽
委
員
を
選
定
す
る
専

一'
一
都
総
会
の
会
長
及
理
事
は
開
会
の
時
に
互
選
す
る
も
の
と
す

-
以
下
略
-

こ
れ
に
よ
る
と
､
こ
の
同
盟
会
は
､
各
町
村
を
単
位
と
し
､
そ
の
内
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
協
議
委
員
さ
ら
に
代
議
員
を
通
じ
て

l
郡
棒

会
に
連
結
す
る
と
い
-
き
わ
め
て
組
織
的
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
､

｢
田
畑
地
租
弐
円
以
上
を
納

む
る
者
｣
と
い
-
構
成
員
の
資
格
に
注
目
し
た
い
｡
二
円
以
上
の
地
租
負
担
者
と
は
地
価
八

〇
円
以
上
の
耕
地
所
有
者
を
意
味
す
る
か
ら

明
治

二
十
四
年

｢
青
森
県
統
計
書
｣
の
東
津
軽
郡
の
田
畑
そ
れ
ぞ
れ
の
反
当
平
均
公
定
地
価
を
郡
内
の
田
畑
比
率
で
按
分
し
て
逆
算
す
る
一

と
四
反

一
畝
以
上
の
所
有
者
と
い
-
こ
と
に
な
る
｡
四
反
以
下
層
は
自
主
的
に
参
加
を
希
望
す
る
者
以
外
は
運
動
費
の
負
担
そ
の
他
の
事

情
で
除
外
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
-
が
､
四
反
以
上
が
す
べ
て
同
盟
員
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
'
自
作
農
下
層
､
自
小
作
層
ま
で
と
も
か
･

L.丁ゝ
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く
こ
の
組
織
に
加
入
し
て
い
た
と
い
-
こ
と
に
な
る
｡
つ
ま
り
'
地
価
修
正
反
対
運
動
は
､
広
汎
な
農
民
層
に
基
礎
を
お
い
て
展
開
さ
れ
_

て
い
た
も
の
で
あ
る
か
に
み
え
る
｡

し
か
し
'
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
｡
と
い
-
の
は
､
こ
の
よ
-
な
運
動
の
組
織
が
下
層
の
土
地
所
有
農
民
ま
で
包
含
し
て
い

た
と
い
-
こ
と
と
'
こ
れ
ら
の
農
民
が
実
際
に
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
と
い
-
こ
と
､
あ
る
い
は
運
動
の
有
力
な
支
持
基
盤
と

な
っ
て
い
た
と
い
-
こ
と
と
は
'
ま
っ
た
く
別
個
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
運
動
の
性
格
を
み
る
場
合
に
は
､
さ
ら
に
こ

-
し
た
点
の
検
討
に
ま
で
す
す
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
そ
し
て
､
こ
の
場
合
'
以
下
に
み
る
運
動
の
過
程
で
発
生
し
た
運
動
費
の
負
担
.

を
め
ぐ
る
問
題
が

一
つ
の
手
掛
り
と
な
る
よ
-
に
思
わ
れ
る
｡

運
動
の
経
過
の
と
こ
ろ

tで
も
二
､
三
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
-
に
､
反
対
運
動
発
生
当
初
に
お
い
て
は
運
動
費
は
多
く
の
場
合
運
動

員
の
自
費
な
い
し
は
義
損
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
｡
と
こ
ろ
が
'
運
動
が
し
だ
い
に
統

一
性
を
お
び
て
く
る
に
つ

れ
て
､
費
用
の
負
担
方
法
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
り
､
た
と
え
は
､
非
地
価
修
正
同
盟
会
開
催
を
前
に
し
た
西
津
軽
郡
木
造
村
に
お
け
る
･

会
合
に
お
い
て
､
費
用
は

｢
地
価
壱
万
円
以
上
を
有
す
る
人
々
に
て
各
々
金
五
円
つ
つ
其
他
各
村
納
税
多
額
老
二
名
に
て
壱
円
つ
つ
一
時

出
金
し
過
て
関
係
者

l
同
よ
り
弁
償
す

へ
き
こ
と
｣
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
た
よ
-
に
､利
害
関
係
者
す
べ
て
が
こ
れ
を
負
担
す
る
方
向
に

変
化
し
､
や
が
て
全
権
委
員
会
の
決
定
の
ご
と
く
田
畑
地
租
割
を
も

っ
て
こ
れ
を
徴
収
す
る
方
法
に
ま
で
進
ん
で
い
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
､

実
は
､
こ
の
過
程
で
運
動
費
は

一
体
誰
が
負
担
す
べ
き
も
の
か
と
い
-
問
題
が
発
生
し
､
そ
の
徴
収
が
必
ら
ず
L
も
円
滑
に
行
わ
れ
な
か

っ
た
と
い
-
事
態
が
生
じ
て
い
た
よ
-
に
思
え
る
の
で
あ
る
｡
た
と
え
は
､
四
月
二
三
日
付
東
奥
日
報
の
論
説

｢
運
動
費
の
徴
収
法
｣
は
,

こ
の
よ
-
な
問
題
を
板
上
げ
て

｢
大
地
主
も
士
族
も
平
民
も
苛
く
も
田
畑
を
所
有
し
修
正
の
息
を
抱
く
も
の
は
平
等

一
様
に
之
れ
を
賦
課

す
る
こ
と
｣
を
主
張
し
､
徴
収
方
法
と
し
て
は

｢
之
れ
を
町
村
会
に
托
し
其
議
決
を
経
て
町
村
長
の
手
を
煩
は
し
て
徴
集
｣
す
る
こ
と
が
.

最
良
の
道
で
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
そ
の
前
半
で
運
動
費
に
関
し
次
の
よ
-
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
｡
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運
動
委
員
は
日
く
既
に
財
産
の
安
全
と
既
得
権
乃
保
護
を
依
托
し
て
奔
走
周
旋
せ
し
む
宜
し
く
相
応
な
る
運
動
費
を
送
り
て
運
動
を
快

活
な
ら
し
め
奉
功
を
全
か
ら
し
む
べ
し
然
る
に
送
金
来
ら
す
自
費
を
以
っ
て
支
弁
し
た
る
も
嚢
底
敵
き
尽
し
て

l
銭
も
剰
さ
す
己
ぬ
る

哉
運
動
も
己
み
る
哉
と
小
作
人
は
日
地
価
地
租
に
関
す
る
こ
と
は
田
畑
を
所
有
す
る
こ
と
多
き
も
の
こ
れ
を
負
担
す
へ
し
地
価
修
正
せ

ハマ
HJ

ら
れ
地
租
増
加
す
れ
は
尤
も
損
害
を
豪
む
る
も
の
は
大
地
主
な
り
大
地
主
に
て
之
れ
を
支
給
す
る
可
な
り
と
大
地
主
は
日
く
豊
に
独
り

我
が
所
有
の
田
畑
に
限
ら
ん
や
地
価
の
修
正
可
否
の
利
害

一
般
に
捗
れ
ば
宜
し
く
平
等
に
之
れ
を
負
担
す
べ
L
と
細
民
は
日
く
識
者
有

志
家
と
称
す
る
も
の
は
其
家
余
財
あ
る
も
細
民
の
膏
血
を
絞
り
て
都
会
の
地
に
遊
ほ
ん
と
す
何
ぞ
貧
埜
な
る
や
自
ら
之
れ
を
支
弁
せ
し

む
る
に
如
か
す
と
相
譲
り
相
客
み
相
識
り
相
脱
れ
ん
と
す
る
は
実
に
非
地
価
修
正
の
運
動
費
な
り

す
な
わ
ち
､
こ
こ
で
は
運
動
費
に
対
す
る

｢
運
動
委
員
｣
'

｢
小
作
人
｣
､

｢
大
地
主
｣
､

｢
細
民
｣
そ
れ
ぞ
れ
の
異
っ
た
態
度
が
指

摘
さ
れ
､
運
動
費
の
徴
収
が
運
動
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
困
難
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡

｢
運
動
委

員
｣
の
多
く
は
後
に
み
る
よ
う
に

｢
大
地
主
｣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
､
こ
の
両
者
に
対
立
す
る

｢
小
作
人
｣
､

｢細
民
｣
の

態
度
に
こ
こ
で
は
と
く
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
-
｡

｢
小
作
人
｣
､

｢
細
民
｣
と
云
わ
れ
て
い
る
も
の
も
運
動
費
の
負
担
者
で
あ
る
以

上
土
地
所
有
者
に
ち
が
い
な
い
か
ら
､
仮
り
に

｢
小
作
人
｣
を
自
小
作
農
民
､

｢
細
民
｣
を
下
層
自
作
農
民
に
お
き
か
え
て
み
る
な
ら
は

組
織
の
上
で
は
広
汎
な
農
民
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
る
よ
-
に
み
え
な
が
ら
も
､
実
際
の
運
動
の
過
程
で
は
運
動
の
主
導
者
-
｢
大
地

主
｣
と
下
層
の
土
地
所
有
農
民
の
間
に
こ
の
よ
-
な
形
で
利
害
の
対
立
が
存
し
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
｡
そ
し
て
､

｢
細
民
｣

-
下
層
農
民
の
､｢
有
志
｣
に
よ
る
運
動
そ
の
も
の
に
対
す
る
論
説
記
載
ど
-
り
の
態
度
な
い
し
見
方
が

一
般
的
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
は
‥

地
価
修
正
反
対
運
動
は
､
い
わ
ば
き
わ
め
て
底
の
浅
い
'
地
価
修
正
に
よ
っ
て
多
大
の
影
響
を
-
-け
る
大
土
地
所
有
者

(
寄
生
地
主
)
の

運
動
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
さ
え
云
-
こ
と
が
で
き
る
｡
地
租
増
徴
案
に
等
し
い
林
案
の
発
表
当
初
に
あ
っ
て
は
､
反
対
運
動
は
下
層
農
民

ま
で
含
ん
だ
か
な
り
巾
の
広
い
性
格
を
も
ち
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
林
案
が
立
消
え
と
な
り
､
若
干
性
格
の
変

っ
た
天
春
案
さ
え
も
覇
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当

局

｣
1司

弓
.'T

'〇
月

司

旬
月

司

j

j
増
月

周
月
領
一
ヨ

笥

領

一

)′

会
で
否
決
き
れ
た
後
の
艮
階
に
あ
っ
て
は
､

一
般
農
民
の
反
対
運
動
に
対
す
る
関
心
は
急
速
に
-
す
ら
ぎ
､
逆
に
土
地
所
有

者

階

層

間

(8
)

の
対
立
が
表
面
化
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡

(
8
)
地
価
修
正
反
対
運
動
の
こ
の
よ
-
な
性
格

(地
価
修
正
運
動
に
つ
い
て
も
前
稿
で
み
た
よ
-
に
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
)
'
当
時
の

重
大
な
政
治
問
題
で
あ
っ
た
地
価
修
正
問
題
に
対
す
る

一
般
農
民
の
関
心
の
薄
さ
こ
そ
､
当
時

一
新
聞
が
つ
ぎ
の
よ
-
に
批
評
し
た
も
の
の
実
体

に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
｡

｢書
生
が
日
本
現
時
の
社
会
殊
に
中
流
臥
下
人
民
社
会
を
見
渡
す
に
'
恰
も
中
流
以
上
と
反
比
例
を
為
し
居
る
が
如
し

中
流
以
上
の
政
治
思
想
は
沸
騰
点
に
達
し
っ
つ
あ
る
に
引
き
換
え
て
中
流
以
下
の
政
治
思
想
は
氷
点
に
降
-
つ
つ
あ
る
が
如
し
足
れ
岩
に
喜
ぶ
べ

き
現
象
な
ら
ん
や
｣

(
｢あ
づ
ま
新
聞
Jt
明
治
二
四
年
二
月
二
四
日
付
社
説
)
｡
そ
し
て
.
同
紙
は
'
こ
れ
に
先
立
っ
て
､
福
島
県
平
地
方
の

｢

政
況
｣
と
し
て
'
同
地
方
の
地
価
修
正
反
対
運
動
の
実
況
を
つ
ぎ
の
よ
-
に
報
じ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

｢衆
議
院
議
員
漢
出
後
は
政
治
上
目
覚
し

き
運
動
も
な
く
地
価
修
正

(反
対
-
-
長
岡
)
の
如
き
も
僅
か
に
町
村
役
場
吏
員
よ
り
請
願
せ
ん
と
す
る
位
の
事
な
れ
ば
心
あ
る
人
々
は
何
れ
も

政
治
思
想
の
乏
し
き
と
痛
歎
し
目
下
種
々
に
計
画
す
る
所
あ
り
｣

へ同
上
､
明
治
二
四
年
二
月

1
七
日
)
0

最
後
に
'
地
価
修
正
反
対
運
動
の
主
導
者
の
性
格
に
つ
い
て
､
同
じ
よ
-
に
東
津
軽
郡
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
て
か
ん
た
ん
に
ふ
れ

て
お
こ
う
｡

運
動
発
生
当
初
の
上
京
委
員
､
そ
の
後
の
各
部
非
地
価
修
正
同
盟
会
へ
の
郡
代
表
委
員
､
お
よ
び
全
権
委
員
な
ど
が
､
運
動
の
主
導
者

ど
み
て
い
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
'
こ
れ
ら
を

一
括
し
て
示
す
と
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡
土
地
所
有
規
模
の
不
明
の
者
が
二
名
い
る
が
と

に
か
く
玉
名
中
三
名
は
当
時
地
価

一
万
円
以
上
の
大
地
主
で
あ
り
'
ま
た
玉
名
中
三
名
は
県
会
議
員
で
､
-
ち
二
名
は
明
治
二
三
年
に
結

成
さ
れ
た
政
社

｢
東
部
大
同
倶
楽
部
｣
の
幹
事
で
あ
っ
た
｡
前
稿
で
み
た
よ
-
に
､
福
島
県
の
鈴
木
幡
東
は
そ
の

『民
力
休
養
策
』
で
明

治
二
〇
年
代
の
こ
-
し
た
運
動
の
主
導
者
を
､
そ
れ
ら
と

｢
利
を
同
ふ
せ
さ
る
の
小
民
｣
に
対
置
さ
せ
て

｢
大
地
主
た
る
地
方
小
政
治
家

へ9
)

及
び
有
志
家
｣
と
規
定
し
た

が
'
こ
の
規
定
ほ
こ
こ
で
は
そ
の
ま
ま
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
｡

そ
の
他
の
諸
郡
の
運
動
主
導
者
に
つ
い
て
も
そ
の
性
格
は
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
っ
て
､
こ
れ
ま
で
に
名
前
の
現
わ
れ
た
-
ち
で
､
た
だ

ち
に
知
ら
れ
る
範
囲
で
も
鳴
海
久
兵
衛
､
加
藤
宇
兵
衛
､
阿
部
賢
昔
'
竹
浪
艮
太
郎
､
安
田
才
助
､
米
田
豊
次
郎
､
三
上
忠
治
､
高
杉
金

.

･

.

.-

∴
∴

-
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砂 h h h 沖LT 岳a@El

薪 動 5][ 勤 斎 動

渦 潮 潮 潮 掛 軸

加 知 力皿 知 知 知O o O

讃 砂 漠 初a塞選募ー

諸 藩 完

鮎 轍 鮒

翻 知 矧

加 加○

海 溶 滴 扉 訴 塞瀬

妙 瀬 妙 淋妙

魂 蛍 誠 漠 誠

知 草 加 :醇加

嚇 o 堀 o

斗 米

讃 蔑

* *

国 司

苦
裳
舘
僻
霜
昂
ヰ
J<
T
蕗
置
t
h
村
L/
T
機
軸
L
T;
伊
O
o
汁
iE
73
fF
盛
観
18
7
胃
8
河
l盟
軸
o

作
'
高
谷
貞
助
'
工
藤
轍
郎
'
盛
田
喜
平
治
等
は
い
ず
れ
も
県
内
有
数
の
大
地
主
で
あ
り
'
さ
ら
に
'
斎
藤
常
太
郎
'
小
山
内
鉄
弥
'
堀

内
光
男
'
村
谷
有
秀
'
源

鹿
'
清
水
礼
二
郎
'
関

春
茂
の
県
会
議
員
'
お
よ
び
蒲
田
広
'
奈
良
誠
之
助
な
ど
の
市
会
議
員
が
'
そ
の

主
要
な
構
成
員
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
'
下
部
に
あ
っ
て
は
'
村
長
ク
ラ
ス
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
よ
-
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
運
動
の
主
導
者
が
こ
の
よ
-
に
大
地
主
や
地
方
小
政
治
家
で
あ
り
'
し
か
も
運
動
そ
の
も
の
が

一
般
農
民
層
の
強
力
な
支

持
を
-
け
て
い
た
も
の
で
な
く
'
内
部
に
運
動
費
の
負
担
を
め
ぐ
る
対
立
が
存
在
し
て
い
た
よ
-
な
状
態
の
も
と
で
'
運
動
が
巾
広
い
権

限
を
与
え
ら
れ
た
全
権
蚕
員

(
と
い
っ
て
も
全
権
委
員
の
選
挙
に

一
般
農
民
が
ど
の
程
度
ま
で
参
与
し
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
)
に
よ
る

統

一
的
な
形
態
に
転
化
し
て
い
っ
た
と
い
-
こ
と
は
'
い
っ
た
い
ど
-
い
-
こ
と
な
の
か
｡
こ
れ
は
'
こ
の
委
員
会
の
結
成
に
よ
っ
て
形

式
的
に
は
た
し
か
に
統

一
性
と
組
織
性
が
強
め
ら
れ
た
と
は
い
え
'
運
動
の
内
容
は
'
ま
す
ま
す

一
般
農
民
か
ら
遊
離
し
た

一
部
階
層
の

運
動
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
O
県
内
全
都
の
全
権
委
員
が
出
席
し
て
い
た
わ
け
で
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も
な
く
'
ご
く
少
数
の
委
員
に
よ
っ
て
全
県
的
な
運
動
方
針
が
協
議
決
定
さ
れ
え
た
と
い
-
こ
と
は
'
こ
の
こ
と
乳
裏
着
き
す
る
も
の
で

(10
)

あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
｡
成
田
息
平
の

『地
私
税
率
軽
減
論
』
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
-
に
'

地
価
修
正
反
対
論
が
も
と
も
と
地
主

小
作
関
係
に
基
礎
を
お
い
た
寄
生
地
主
の
既
得
権
な
い
し
財
産
所
有
権
擁
護
の
立
場
か
ら
発
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
以
上
'
運
動
自
体

も
こ
の
よ
-
な
形
態
を
と
る
に
い
た
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

(9
)
(
1
)
前
掲
拙
稿
三

1
ペ
ー
ジ
お
よ
び
二
1
ペ
ー
ジ

あ

と

が

き

地
価
修
正
反
対
運
動
が
'
全
国
的
に
'
第
二
議
会
以
降
し
だ
い
に
そ
の
勢
力
を
減
じ
'
地
租
軽
減
論
の
一
変
型
と
し
て
の
地
価
修
正
論

=
運
動
に
圧
倒
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
み
た
が
'
青
森
県
の
場
合
に
も
'
こ
の
こ
と
は
'
明
治
二
四
年
末
頃
か
ら

｢
東

奥
日
報
｣
の
こ
の
運
動
の
関
係
記
事
が
し
だ
い
に
少
く
な

っ
て
い
く
と
い
-
こ
と
の
な
か
に
現
わ
れ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
'
本
稿
で
は
'
地
価
修
正
反
対
運
動
と
い
-
運
動
の
い
わ
ば
消
極
的
な
側
面
に
だ
け
焦
点
を
お
い
て
こ
れ
を
み
た
｡
し
か
し

地
価
修
正
反
対
運
動
に
は
税
率
軽
減
運
動
と
い
-
積
極
的
な

一
面
も
内
包
さ
れ
て
い
る
｡
し
た
が
っ
て
'
本
稿
で
対
象
と
し
た
運
動
は
'

こ
-
し
た
積
極
的
な
要
求
を
も
ま
た
含
ん
で
い
た
も
の
と
し
て
'
つ
ま
り
民
党
の
地
租
軽
減
運
動
の
一
局
面
を
示
す
も
の
と
し
て
'
あ
ら

た

め
て
そ
の
意
義
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
そ
れ
に
は
'
論
点
を
明
務
に
す
る
た
め
に
本
稿
で
意
識
的
に
消
略
し
た
こ
の
時
期

に
お
け
る
県
内
の
政
治
動
向
'
具
体
的
に
は
中
央
の
自
由
'
改
進
両
党
に
つ
な
が
る
県
内
の
政
社
組
織
と
そ
の
活
動
状
況
を
検
討
す
る
こ

と
が
ど
-
し
て
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
｡
し
か
し
'
そ
の
内
部
構
造
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
運
動
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
'
本

稿
が
依
拠
し
た
資
料
の
範
囲
で
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能
で
あ
り
'
そ
れ
に
は
何
よ
り
ま
ず
根
本
史
料
の
発
掘

･
蒐
集
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

(
一
九
六
〇
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一
一
･
一
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